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はじめに　
文化人類学がいうコメンサリティー（共
飲共食）は、人間の社会・文化の側面を知
る興味深い現象である。聖域での神人共
食、軍営での集団食事、公共施設での祝
宴、王宮での晩餐、慶弔ごとの私宅での饗
応など、さまざまな形がある。わが国の茶
の湯と古代ギリシアのシンポシオンは、ひ
とつの飲みものを介して、同じ志のものが
集まる特異なコメンサリティーである。
茶を楽しむ、このことは本来饗宴の一部
であった。やがてそれは、喫茶を主体とす
る催しとして独立し、茶の湯が形成され
た。
古代ギリシアの饗宴は、食事（デイプノ
ン）、酒宴（シンポシオン）、街中の彷徨
（コーモス）の三部からなる。ギリシア語
の前置詞「シン（共に）」と名詞「ポシス
（飲むこと）」の合成語であるシンポシオ
ンは、本来は宴の一過程の酒宴（シンポシ
オン）をあらわす言葉であるが、葡萄酒の
大きな魅力の所為か、ときにはあらゆる宴
にたいしても使われた。
しかしここで問題にするのは、饗宴から
独立したシンポシオン、すなわち気心の知
れた仲間同士の小さな酒宴である。このシ
ンポシオンと茶の湯を比べてみようとする
のが、本論の目的である。
その際対象となるのは、茶の伝来から利
休によって完成された草庵での侘茶までの
茶の湯、シンポシオンは、都市国家アテナ
イが頭角をあらわす紀元前７世紀から、そ
の民主政が崩壊する紀元前４世紀までとす
る。
また、わたしたちにとって茶の湯は身近
なものであろうから、それについての解説
は簡潔になる。
茶と葡萄酒
茶はタンニン、カフェインを含み、独特
の香りと一種の渋みがあり、それが日本人
の嗜好に合い、それに覚醒の効用もあっ
て、もっとも好まれる飲料として広く使わ
れてきた。
　
茶に類する飲み物を知らなかった古代ギ
リシア人は、葡萄酒を唯一の嗜好飲料とし
た。しかし、発酵をおさえるタンニンを含
み、果皮など不純物とともに発酵させる製
法の葡萄酒は、じゅうぶんに重く、シンポ
シオンでは水で割って飲まれた。今日復元
された古代の葡萄酒は、アルコール濃度が
17-18 パーセント、二倍ないし三倍の水で
薄めてちょうど今日のビールに匹敵する。
シンポシオンの参加者は、含有するアル
コール分よりも、飲む液体の量と戦ったの
だ。大量に飲んだものを吐き出すのは儀礼
のひとつであり、そのための道具も用意さ
れた。
茶室とアンドロン
南北朝時代に成立した『太平記』には、
曲彔（きょくろく、背が円く脚が交差する
椅子）を並べ、それに虎豹の皮を敷いての
豪勢な茶寄り合いの場面が描かれている。
そこでは、茶は、椅子に座って喫まれてい
た。喫茶の場が土間あるいはそれにちかい
板敷であれば、腰かけることが必要とされ
たであろう。その板敷に一段と高い床が加
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わり、そこに畳を敷いた貴人の席が用意さ
れても、板の間では藁や萱を編んだ茣蓙
（円座）が用いられたであろう。
やがて板敷に代わって、畳を敷きつめた
座敷が登場する。板敷の上の茣蓙、畳を敷
きつめる座敷への移行が、片膝つき、胡
坐、正座へと、喫茶の場での姿勢を変化さ
せたのであろう。　
畳の大きさは、縦約 1.8 メートル、横約
0.9 メートル。これは、柱間の距離からき
められたのであろう。しかし以後の茶室の
広さは、四畳半敷、二畳敷と、この畳の寸
法によって規定された。
このようにして定型を得た茶室には、茶
の湯の世俗からの隔離を強調する小さな潜
り戸（躙口）が考案される。そして壁龕状
の床は、そこに掛けられた絵画・墨蹟とと
もに、茶の湯の性質を象徴するものとなっ
た。
シンポシオンには、アンドロン（「男の
部屋」の意）と呼ばれる特別の部屋が使わ
れた。その部屋は、中央から左方に片寄
り、高い敷居のある入り口だけで外界とつ
ながる密閉された空間であった。石を敷き
つめた床の上には、片方の端が枕状に盛り
あがったクリネー（「クリニック」の語
源）と呼ばれる長椅子が、周囲の壁に沿っ
て並べられた。（図１）
そのクリネーには、一脚にひとり、多く
の場合ふたりが、クッションに凭れるよう
に、すなわちリクライニングの姿勢で身を
横たえた。クリネーの大きさは一定してい
なかったが、ほぼ畳１畳に相当したであろ
う。一般には一部屋に７脚据えられた。こ
の据えられたクリネーの数で、アンドロン
の広さとシンポシオンに参加する人の数も
決まった。
　
衣装
茶会の服装に、一定のきまりはなかっ
た。大雑把にいえば、僧は袈裟、武士は
裃、町人は半裃であった。プロの茶人は十
徳と宗匠頭巾というイメージもあるが、こ
れとてきまりがあったわけではない。足袋
は欠かせないものとなり、履物には草履、
下駄、雪駄などが使われた。
シンポシオンの正装は、大きな一枚の布
からなる外衣（ヒマティオン、ローマ時代
のトーガ）であった。参加者は、ただヒマ
ティオンだけを身にまとい、頭にスイカズ
ラ（忍冬）、ブドウ、オリーヴの枝でつく
られた冠を載せ、さらに毛織のリボンを巻
いてあらわれた。ブーツあるいはサンダル
は、革製であった。クリネーの上では、多
くの場合上半身は裸で、下半身だけをヒマ
ティオンで覆った。（図２、３参照）
このヒマティオンは、今日の裁判官の法
服、大学教授のガウン、キリスト教会の僧
服へと引き継がれた。
図１　アンドロンにおけるシンポシオンの復
元想像図
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照明・飾り・道具
茶室の採光は意図して抑えられ、薄暗い
ことが望まれた。しかし暁の会、夜の会に
は灯籠、行灯、燭台などの照明具が使われ
た。とくに燭台は、茶事のシンボル三具足
のひとつとして欠かせなかった。
外界とのつながりが戸口だけであり、日
中でも暗いアンドロンにあっては、しかも
夕暮れにはじまり、深更あるいは夜明けに
おわるシンポシオンにあっては、ランプは
必需品であった。壁にかける、天井よりつ
るすなど、さまざまな形状のランプが、今
日にのこされている。植物からとる蝋は、
ギリシア時代には知られておらず、ローマ
時代になってはじめて使われた。
茶室の壁、とくに床の壁には、茶室の雰
囲気をきめる絵画あるいは墨蹟の掛け物が
かけられた。そこには、花器も置かれた。
花瓶は三具足のひとつでもあった。台子な
どの棚、その他の飾りとしての茶道具が、
茶室の様子、催しの趣旨に応じて用意され
た。
アンドロンの壁にも、大きな絵皿や楽器
などが飾られ、天井から飾り布が垂れてい
たとの記録もある。
両者の歴史概観
茶の木が日本列島に植生していたのか、
確かなことはわからない。13 世紀の初頭
に、大陸で学んだ禅僧があらためて種子あ
るいは苗木を運び、日本各地で茶の生産が
はじまった。そして、それまで公家、武家
の間でわずかに知られていた喫茶の慣習
は、またたく間に、階級をこえて広まっ
た。喫茶を介しての集まりは、ときには茶
の産地を当てる賭博の場、あるいは高価な
舶来の道具を飾る豪壮な儀礼の場となっ
た。下剋上の時代には、うちつづく戦乱は
文化全体の民主化を進めたのか、庶民の間
に質素を旨とする喫茶の集まりが生まれ
た。「茶の湯」のはじまりであった。
この下剋上による民主化は、自由な経済
を発展させた。豊かになった大都市の商人
たちは、早くから喫茶を楽しみ、そして質
素な「茶の湯」に独自の価値を見出し、16
世紀の後半、その価値観を、草庵侘茶に結
実させた。
ホメロスの叙事詩は、広間（メガロン）
で食卓に椅子を並べ、戦捷を祝う英雄すな
わち「半神」（両親のうちどちらかが神、
たとえばアキレウス）たちの豪華な宴会を
描いている。暗黒時代の民族移動が終わ
り、ふたたび文明の開けた紀元前７世紀、
かつての半神の後裔を名のる貴族たちは、
先進オリエントの文化に憧れ、そこでの長
椅子の上に身を伸ばしての贅沢な宴の風習
（旧約聖書『アモス書』6、4-8参照）を真
図２　宴の場面、紀元前６世紀初頭の陶器画。
描かれているのは伝説上の人物であ
り、前に立つ着衣の女性もそのひとり
であり、ヘタイラではない。
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似した。（図２）
その宴から食事につづく酒宴を独立させ
たのが、シンポシオンであった。それは、
葡萄酒を飲みながら、貴族同士が対等で自
由な会話を楽しみ、仲間の結束を固めるこ
とを目的とした。貴族の家庭であっても女
性や子供の参加は許されず、裸の少年（お
そらく奴隷）やヘタイラと呼ばれる遊女が
給仕した。お気に入りのヘタイラをクリ
ネーにあげることもあったが、踊りや笛吹
き、おしゃべりの相手だけの女たちもい
た。
ホメロス時代の英雄の血筋を自負する貴
族は、ほんらい戦闘を指揮する「もっとも
すぐれたものたち」（アリストイ）と呼ば
れる騎士階級に属していた。しかし、かれ
ら一騎当千の騎馬武者による戦場の支配
が、民衆が集団で戦う重装歩兵（ホプリタ
イ）によって取って代わられ、アリストイ
による権力支配（アリストクラシー）は、
「民衆」（デモス）による権力支配（デモ
クラシー）に徐々に追いつめられていっ
た。そしてシンポシオンは、権力の座を脅
かされる貴族たちのひそかな結社の場と
なった。今日にのこる紀元前６世紀の多く
の抒情詩は、野卑な民衆を呪い、仲間との
友情を誓いあう、当時の貴族たちによるほ
んらいのシンポシオンの様子をうたってい
る。
他方、貴族の抵抗にもかかわらず民主化
は進み、海外との交易や、その輸出品、な
かでも陶器の製造で富を得た民衆もまた、
貴族的生活を模倣し、自分たちのシンポシ
オンの場をつくり、そこでの享楽をつくし
た。紀元前 500 年頃のひとつの陶器画は、
その様子を描いている。（図3）
中央の若者は、身を豪華なクリネーに身
を横たえ、左手に酒杯をもち、右手をリボ
ンで飾った頭のうしろにまわし、前に立つ
ヘタイラの笛の音に合わせてうたってい
る。この若者の傍らには、かれがこの絵を
描いた陶工スミクロス自身であることを告
げる銘がみえる。身分がもっとも低いとさ
れた陶工（バナウソス）が、贅沢なシンポ
シオンに参加しているのだ。紀元前５世紀
の民主化の時代は、貴族のシンポシオン
と、このような民衆のシンポシオンが対峙
する時代であった。
この民主化の時代に、都市国家アテナイ
は全盛期を迎えた。しかし紀元前５世紀が
終わるころ、アテナイはスパルタとの戦い
に大敗し、民主制都市国家としての権威を
まったく失った。貴族たちも、何度か繰り
図３　シンポシオン場面、紀元前 500 年頃の
陶器画。絵には、絵の作者として、ま
た絵に描かれた人物として、スミクロ
スの名が二度登場している。
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返したクーデターに失敗し、その拠点とし
たかれらのシンポシオンもまた、誇りとし
た家柄とともに、歴史の上から姿を消し
た。生きのこったのは、ただ知識人の対話
の場としてのシンポシオンであった。
　
紀元前４世紀、繁栄の火の消えたアテナ
イは、学問を目指す若者の留学する学園都
市、金持ちの老人が隠居する田園都市と変
貌した。ギリシア末期、ヘレニズム諸王国
の宮殿での豪奢な晩餐が、シンポシオンと
呼ばれた。またその王たちが、それぞれの
ムサイオン（学府）に高給で集めた学者た
ちは、プラトンの手本に倣ってのシンポシ
オンを開き、自説を開陳した。現今わが国
で流行る「シンポジウム」は、シンポシオ
ンのラテン形のドイツ語経由の日本語なま
りである。
利休の茶会とプラトンの『饗宴』
茶の湯が今みる形を得たのは、16 世紀
の後半であり、それは千利休の功績であっ
たという。他方、シンポシオンについて
は、アルカイック期の抒情詩やクラシック
期の喜劇から、あるいは同じ時代の陶器画
や発掘された遺跡から、その様子を知るこ
とができる。しかしそれらの情報はあくま
でも断片的である。その全体像を教えてく
れるのは、紀元前４世紀の哲学者たちの
『シンポシオン』と題する一群の著述であ
る。そしてそれらの嚆矢となったのが、プ
ラトンの対話編『シンポシオン』（混乱を
避けて以後『饗宴』と表記する）であっ
た。以下に、茶と葡萄酒の違いはあるが、
利休が主催したひとつの茶会とプラトンが
描くシンポシオンを、「一座建立」、別の言
葉でいえば「ウニヴェルシタス　メンブ
ロールム」（参加者全員の宇宙的統一）を
目指す特異なコメンサリティーとして比較
してみる。
利休の茶会
例として、多くの情報を伝える記録（会
記）をのこす天正 16 年９月４日の朝会を
挙げる。場所は、聚楽第の利休屋敷。客
は、大徳寺の僧春屋宗園、玉甫紹琮、古渓
宗陳、三井寺の僧本覚坊。この本覚坊が、
会記をのこしてくれたのであろう。古渓和
尚については、その名の下に「太閤御前悪
候て西国へ御座候之時」の書き込みがあ
り、この催しが、秀吉の勘気にふれて西国
へ流される古渓和尚の送別の会であったこ
とが知れる（以下この茶会を「古渓送別の
茶会」と略記する）。
使われた茶席は、四尺の床の間と洞庫棚
のついた東向き四畳半の座敷。北に横窓、
東のくぐり（躙口）の上に大小ふたつの窓
が開いていた。
この日利休は、いつもは旧套として敬遠
していた台子、台天目を使って茶をたて
た。客が参禅の師大徳寺の長老であるこ
と、また古渓和尚を送別するという催しの
趣旨から、厳粛な古式を選んだのであろ
う。茶会は、ひそかに行われた。利休はこ
の日、床の間に南宋の禅僧虚堂智愚の墨跡
を掛けた。その墨蹟は、秀吉が利休に表具
を仕直すようにと預けたものであり、それ
を使うことは「上々へは隠密」であった。
しかもこの会の主客というべき古渓和尚
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は、秀吉の勘気にふれて西国へ追放される
いわば罪人の身であった。
会記は、使われた道具や利休の手前につ
いて詳細に報告している。しかし、懐石に
ついては何も書かれていない。日の出も遅
くなった晩秋（グレゴリオ暦で 10 月 24
日）の朝会であれば、喫茶だけの会であっ
たのかも知れない。
掛け物の虚堂の墨蹟には、つぎの七言四
句があった。
木葉辞柯霜気清 
虎頭戴角出禅扃 
東西南北無人処 
急々帰来語此情 
（大意：木の葉が枝を離れ霜の気が清々
しい朝、虎頭に角を戴くすぐれた僧が禅
院を出てゆく、東西南北どこにも人なけ
れば、急ぎ帰り来てその思いを語れ）
落ち葉が散り霜の気もある清冽な晩秋の
朝、さらなる修行に旅立つ傑僧に贈られる
詩であった。季節といい、内容といい、送
られる古渓宗陳にとって、この詩以上の馳
走はなかったであろう。
プラトンの『饗宴』
紀元前 416 年の早春、ディオニュソス祭
での悲劇の競演で、詩人アガトンが優勝し
た。その翌日、アガトンは友人たちを自宅
に招いて祝賀の宴を開いた。
プラトンの『饗宴』は、その宴を舞台に
設定している。しかしこの対話編をプラト
ンが書いたのは、紀元前 385 年ころ、アガ
トンの宴から約30年後である。
この 30 年、それは、疫病に襲われ、ペ
ロポネソス戦争に大敗したアテナイが混乱
を極めた時代であった。渦巻いた政治の烈
風は、この都市国家から、デモクラシーも
アリストクラシーも吹き飛ばしてしまっ
た。そしてのこったのは、いまや細民（オ
クロイ）が権力をにぎるオクロクラシーと
呼ばれる政体であった。
石工と産婆のあいだに生まれた哲人ソク
ラテスが、「智を愛すること」（フィロソ
フィア）を人々に説き死刑に処せられたの
は、アリストイが暫時政権を握った混乱の
さなかの紀元前399年であった。
近代の考古学は、アテナイのアゴラー西
南部に紀元前 400 年ころの住宅跡を発掘し
た（図４）。アガトン宅の宴会の部屋アン
ドロンをプラトンは、玄関の戸をたたく音
が聞こえ、中庭にも近かったと叙述してい
る（『饗宴』212c-d）。とすると、発掘され
た住居跡は、プラトンが描くアガトンの自
宅と似たものであったろう。この遺跡のア
ンドロンは、約 16 平方メートルの広さ
で、７脚のクリネーを並べることができ、
したがって最高14人までを収容できた。
プラトンの『饗宴』には、ソクラテスや
喜劇詩人アリストファネスをはじめとする
アガトンの時代のアテナイを代表する知識
人、それにソクラテスを慕う若者たちがあ
つまった。その総勢は、10 人を超えたと
思われる。
宴は、日暮れにはじまった。客たちは、
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ただヒマティオンだけを身にまとう、正装
であらわれたはず。ソクラテスも沐浴しサ
ンダルを履き、めったにしないことだが、
めかしこんでいたという（174a）。
まず食事（デイプノン）、それが済むと
客はいったん部屋を出て中庭で休憩し、頭
に花冠を載せリボンを巻いて部屋に戻る。
そして本来のシンポシオンとなる。給仕の
少年が配る水で手を清めた客は、亭主の意
にしたがって席につく。席順をきめるのは
社会的地位ではなく、シンポシオンの内
容、進行の都合であった。まずシンポシオ
ン全体を取り仕切る座長が選ばれる。ここ
では、会話のテーマに「エロース（愛
欲）」を提案したパイドロスが座長に選ば
れた。ひとつのクリネーをふたりが使った
と思われる。主人の座と決められた戸口の
右側、すなわち末席にアガトンがあがり、
かれは、自分の隣にソクラテスを着かせた
（175d）。座長のパイドロスは、最上席、
すなわち戸口を入って左側に座を占めた
（177d）。
シンポシオンは、きまりの儀式ではじ
まった。神々に生の葡萄酒が献じられ、
神々への賛歌がうたわれた（176a）。ヘタ
イラや芸人は、遠ざけられた（176e）。こ
の会の楽しみは、ただ会話とされたのであ
る。大酒は身体によくないという参会者の
ひとり医師エリュクシマコスの意見をいれ
て、互いに無理強いすることなく、気の向
くままに飲みたければ飲むとされた
（176e）。
会話の主題は、パイドロスの提案どおり
に「エロース」とされた。それぞれが、そ
れぞれ方法で、「愛欲」という不可思議な
存在「エロース」を称えることにしたの
だ。それはまさに、論理と修辞を武器にし
た言葉の戦いであった
約束どおりパイドロスの演説からはじま
る。この広い知識を自慢する巷の物知り博
士は、神話や伝承をふんだんに引用し、エ
ロースをもっとも古い、それゆえまたもっ
とも高貴な「徳」である、と称える。つづ
いて、男同士の「少年愛」（パイデラステ
イア）を賛美する真面目な若者パウサニア
スは、二種のエロースを考え、低級な地上
的エロースは肉体をもとめ、他方天上的な
エロースは少年愛を生み、献身的な愛を育
てるという。この二種のエロース論は、エ
リュクシマコスに引き継がれ、かれは医者
らしく、善きエロースを健康の、悪しきエ
ロースを病気の「因」とし、後者を除き前
図 4　アゴラー西南部に発掘された紀元前５
世紀の一般住宅跡。
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者を守るのが自分たちに仕事であるとし
た。
鋭く、しかし愉快に人間を観察する喜劇
詩人アリストパネスは、エロースを「完全
へ向かっての欲求」だとした。用いる比喩
は奇抜であった。人体は原初、完全な形、
すなわち球体であった。神がそれをふたつ
に割った。だからエロースは、みすぼらし
くなった人間がもとの完全な姿を取り戻そ
うと、懸命に相手を探す努力だとした。
次に登場した宴の主催者アガトンは、悲
劇詩人らしく重々しい言葉を並べ、ときに
は空疎とも見えるエロースへの厳かな賛辞
を展開した。ただそのなかには、「醜いと
ころにエロースはあり得なく、エロースは
ただ美へのエロースだけである」（197b）
という、後につづくソクラテスのエロース
観の前提ともなる至言もあった。
掉尾を飾るソクラテスの演説は、アガト
ンがたまたま口にしたエロースと美の関係
を徹底した論理で追う。エロースとは、不
死への欲求、生き物にとって不死とは子を
産むこと、エロースの子を産むのは美であ
る。エロースは、最高の美をもとめる。美
は、もっとも低級な肉体の美にはじまり、
こころの美、知恵の美へと上昇をつづけ、
最後に、究極的絶対唯一の美、「美のイデ
ア」に到達する。
巫女ディオティマとの対話の形で説くソ
クラテスの言葉の力に圧倒されて、一座
が、かれのいう「美のイデア」を感得した
とき、そこに高揚した一体感が生まれる。
このとき、玄関の戸がたたかれ、酩酊し
たアルキビアデスが闖入した。そしてかれ
は、ソクラテスへの愛を赤裸々に語りはじ
めた。
やがて夜も更け、あるものは居眠り、あ
るものは帰っていった。すでに陽が昇っ
て、ソクラテスは立ち上がり、去っていっ
た。
対話と沈黙　
プラトンの『饗宴』は、ただ自分自身の
言葉で、直接相手に語りかけ、互いの言葉
の力をためし、そしてためされつつ、そし
て最後に美のイデアに到達する言葉の闘技
場であった。この言葉の闘技場に、管弦の
楽しみが入り込む隙はなかった（176c）。
別のところでプラトンは、「広場（アゴ
ラー）に通う人たち（アゴライオイ）」、す
なわち「イデア（絶対的智）」に縁のない
教養のない人たちのシンポシオンを批判す
る（『プロタゴラス』347c）。そのシンポシ
オンに集うアゴライオイは、その教養の貧
しさゆえに、自身の言葉で語ることができ
ず先人の詩を引用し、その詩の言葉に頼っ
て自分の考えを展開しようとする、とい
う。
「古渓送別の茶会」は、遊興性をいっさ
い払拭し、懐石もない喫茶だけの厳しい緊
張と、それによって生まれる新鮮な精神の
交流の場であった。会記は、利休の手前を
詳しく伝える。もちろんその手前のあい
だ、口を開く者はいなかった。茶を喫し終
えても、沈黙はつづいたのだろうか。すべ
てを、ただ虚堂智愚の七言四句に語らせた
のだろうか。
「公事の儀、世間の雑談、悉く無用な
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り」は、茶会の鉄則であった。それでも、
この「上々へは隠密」の会に集まった人た
ちには、伝えたいことがあったはず。少な
くとも、仲間を流謫に追いやる権力者への
怨み。さらには、政治的暴力の対極に身を
置く者の覚悟。以心伝心、黙契秘旨は、こ
ころを許しあった茶友の間では当然とされ
たのか。あるいは、教外別伝、不立文字の
きまりに従い、言葉が文字にならなかった
のか。
プラトンは、自分の言葉で語れという。
先人の詩に頼るのはアゴライオイ、すなわ
ち真の知恵をもたない、教養の貧しい人た
ちだという。「はじめに言葉ありき」は、
プラトンにとっても原則であった。ここ
に、古渓送別の茶会とプラトンの『饗宴』
の違い、茶の湯とシンポシオンの違いが
あったのだろうか。
〔後記〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　崇城大学在職中（平成16-21年）に茶の湯の
世界をしる契機を得たことへの感謝と、こと
ばで心をあらわす僭越にあえて挑むこともこ
れからの茶の湯のひとつの道ではないかと思
い、この小文を寄せました。
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